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（別紙２） 
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）について 

 
気候変動に関する政府間パネル（IPCC: Intergovernmental Panel on 

Climate Change）は、人為起源による気候変動、影響、適応及び緩和方策に関

し、科学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的

として、1988 年に世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）により設

立された組織である。 
 
IPCC は、議長、副議長、三つの作業部会及び温室効果ガス目録（インベン

トリー）に関するタスクフォースによって構成されている（図）。それぞれの任

務は以下の通りである。 
第 1 作業部会：気候システム及び気候変動の自然科学的根拠についての評価 
第 2 作業部会：気候変動に対する社会経済及び自然システムの脆弱性、気候

変動がもたらす好影響・悪影響、並びに気候変動への適応の

オプションについての評価 
第 3 作業部会：温室効果ガスの排出削減など気候変動の緩和のオプションに

ついての評価 
温室効果ガス目録に関するタスクフォース： 

温室効果ガスの国別排出目録作成手法の策定、普及および改定 

 
IPCC は、これまで 4 回にわたり評価報告書を発表してきた。これらの報告

書は、世界の専門家や政府の査読を受けて作成されたもので、気候変動に関す

る国際連合枠組条約（UNFCCC）をはじめとする、地球温暖化に対する国際的

な取り組みに科学的根拠を与えるものとして極めて重要な役割を果たしてきた。

これまでに IPCC が取りまとめた評価報告書は以下のとおり。 
1990 年 第 1 次評価報告書／1992 年 第 1 次評価報告書補遺 
1995 年 第 2 次評価報告書 
2001 年 第 3 次評価報告書 
2007 年 第 4 次評価報告書 
2013-14 年 第 5 次評価報告書 ※今回の評価報告書 
第 5 次評価報告書は、800 名を超える執筆者により約 4 年の歳月をかけて作

成されている。各作業部会の報告書並びに統合報告書は今後、順次公開される。 


